
令和元年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 長寿支援課 事業No. 343

事務事業名 賦課徴収業務
会計 介護保険特別会計

事業区分 経常 実施区分 継続
開始 H12 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
 高齢者福祉計画・介護保険事業計画
  
  

法令・例規等
○ 介護保険法
 飯田市介護保険条例
  

事業目的
対象 介護保険の被保険者

意図 介護保険被保険者証の交付、介護保険料の賦課を適正に行うことにより安定した制度運営を確保し、高齢者が安心して暮らすことが
出来る。

２ 事業内容

1年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・第一号被保険者の介護保険料の賦課徴収を行っています。
・新規資格取得者を的確に把握し、被保険者証を交付し、介
護保険料を賦課しました。
・転出者・死亡者等は資格喪失となるため、喪失者の介護保
険料を精算し、還付等の手続きを行いました。
・保険料の徴収は、特別徴収（年金からの天引）が約９割、
残りが普通徴収です。普通徴収の収納業務は納税課で担当し
ています。

賦課徴収費 9,324
  
  
  
  
  
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画 実績

平成30年度
計画 実績

令和元年度
計画 実績

令和2年度
計画 実績

被保険者証発送対象者 人 3,146 1,313 3,000 1,487 2,000 1,431   
被保険者数 人 32,218 32,156 32,210 32,352 32,396 32,352   

          
          
          
          
          
          

1年度
決算

(千円)

予算額 10,387 特定財源内訳及び補足事項
決算額 9,324 （そ）一般会計繰入金（10／10）

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 9,324
一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 5 1 2 1 10 1 10,387 9,324 賦課徴収費

2          

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識
・資格喪失者や所得減額更正のあった方の保険料は速やかな還付手続きが必要です。
・他住所地特例者が転居している場合は、転居した時点で保険者を変更する必要があるため、対象者を漏れなく把握し、処
理を行う必要があります。

上記の課題解決
のための有効策

・還付が発生した場合に速やかに還付口座の照会通知を送ります。
・他住所地特例者が転居していないか、月に一度確認を行います。

次年度に向けて
の取り組み

・還付対象者の把握、還付口座の照会、振込までを速やかに行い、適正な賦課に努めます。
・賦課徴収業務の事務事業管理については、制度運営上で一体であるため「介護保険運営業務」へ統合し、事業管理してい
くことにしました。
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